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真核生物の細胞内には、オルガネラ同士をつなぐ輸送網があり、ゴルジ体はその中心的な役割を担って
いる。ゴルジ体は「槽」と呼ばれる平たい袋が重なった特徴的な形をしていて、各槽が異なる働きを分担し
ているが、それを支えている仕組みは明らかになっていない。本研究では、強力な超解像顕微鏡を開発し、
基本形のゴルジ体を持つ植物細胞で輸送に関わるタンパク質の動きをリアルタイムで観察することで、他
の生物にも共通したゴルジ体の仕組みを明らかにしたい。
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